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出
雲
駐
屯
地
は
、
５
月
14
日

（
日
）
に
第
13
飛
行
隊
（
防

府
）
の
支
援
を
受
け
、
部
外
協

力
者
、
隊
員
家
族
等
24
名
に
対

す
る
平
成
29
年
度
「
航
空
機
体

験
搭
乗
」
を
行
っ
た
。 

 

参
加
者
は
フ
ラ
イ
ト
に
先
立

ち
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
よ
る
安
全

教
育
を
受
講
し
た
後
、
待
望
の

フ
ラ
イ
ト
に
臨
ん
だ
。
爽
や
か

な
五
月
晴
れ
の
空
の
下
、
Ｕ
Ｈ

‐

１
の
低
い
ロ
ー
タ
ー
音
が
駐

屯
地
グ
ラ
ン
ド
に
響
き
渡
り
、

１
組
目
の
フ
ラ
イ
ト
が
開
始
さ

れ
た
。 

 

各
組
は
駐
屯
地
グ
ラ
ン
ド
を

離
陸
し
た
後
、
出
雲
大
社
、
稲 

航 空 機 体 験 搭 乗  

出 

雲 

発行所 出雲駐屯地 

    広 報 室 

佐
の
浜
、
神
戸
川
、
神
西
湖
な

ど
豊
か
な
郷
土
の
景
観
を
上
空

か
ら
約
15
分
間
楽
し
ん
だ
。 

 

い
ず
れ
の
搭
乗
者
も
「
私
た

ち
の
住
む
出
雲
は
自
然
豊
か
な

所
だ
と
改
め
て
実
感
し
、
こ
の

出
雲
で
生
活
で
き
る
こ
と
に
感

謝
し
た
い
。
」
「
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
は
初
め
て
乗
り
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
方
の
操
縦
が
と
て
も

上
手
で
振
動
も
尐
な
く
快
適
で

感
動
し
ま
し
た
。
」
等
の
感
想

を
述
べ
上
機
嫌
で
あ
っ
た
。 

 

航
空
機
体
験
搭
乗
を
通
じ
、

自
衛
隊
及
び
駐
屯
地
に
対
す
る

理
解
と
親
近
感
を
深
め
さ
せ
、

防
衛
基
盤
の
拡
充
・
発
展
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

Ｕ
Ｈ
１
に
乗
り
込
む
参
加
者 

▲
 

▶ 

隊
員
と
記
念
撮
影
す
る
関
係
者
家
族 

▶
フ
ラ
イ
ト
の
様
子

▶ 



出    雲 （２）   第225号 平成29年7月 

 

出
雲
駐
屯
地
業
務
隊

（
隊
長
・
俵
２
佐
）
は
、

６
月
20
日
か
ら
26
日
の

間
、
南
海
レ
ス
キ
ュ
ー

29
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
出
雲
駐
屯
地
所
在

部
隊
と
の
協
同
訓
練
及

び
自
衛
隊
協
力
団
体
と

の
模
擬
訓
練
を
実
施
し
、

震
災
対
処
の
行
動
を
演

練
し
た
。 

 

実
動
訓
練
で
は
、
徳

島
駐
屯
地
業
務
隊
へ
の

派
遣
要
員
の
派
遣
準

備
・
緊
急
登
庁
支
援
施

設
の
開
設
、
協
同
訓
練

で
は
、
災
害
派
遣
部
隊

へ
の
非
常
用
糧
食
及
び

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

等
の
交
付
、
協
力
団
体

と
の
模
擬
訓
練
で
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
を
利
用
し

て
の
安
否
確
認
訓
練
を

実
施
し
た
。 

 

実
動
訓
練
に
参
加
し

た
技
官
は
「
震
災
対
処

の
重
要
性
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
自
衛
官
が
即
応

態
勢
を
常
に
整
え
て
い

る
意
味
が
実
感
で
き
た
。

来
年
度
も
積
極
的
に
参

加
し
、
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
た
い
。
」
と
感

想
を
述
べ
た
。 

 

出
雲
駐
屯
地
業
務
隊

は
、
「
今
後
も
様
々
な

場
面
で
震
災
対
処
能
力

を
向
上
さ
せ
実
効
性
あ

る
支
援
態
勢
を
強
化
す

る
。
」
と
し
て
い
る
。 

 

第
３
０
４
施
設
隊
（
隊
長
・
石
川
２
佐
）
は
、
５
月
28
日

（
日
）
平
成
29
年
度
天
神
川
総
合
水
防
演
習
に
第
13
旅
団
第
８

普
通
科
連
隊
と
と
も
に
参
加
し
た
。 

 

「
洪
水
（
み
ず
）
か
ら
守
ろ
う 

み
ん
な
の
地
域
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
揚
げ
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
、
鳥
取
県

及
び
天
神
川
水
系
の
１
市
４
町
が
主
催
し
て
、
関
係
機
関
、
30

団
体
、
地
域
住
民
を
含
め
た
約
１
〃
４
０
０
人
が
参
加
し
、
防

災
行
動
計
画
の
共
通
の
時
間
軸
（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）
に
沿
っ
た

実
践
的
な
演
習
が
行
わ
れ
た
。 

 

施
設
隊
は
、
大
型
台
風
の
影
響
で
橋
梁
が
流
失
し
た
想
定
の

も
と
、
渡
河
交
通
小
隊
を
も
っ
て
中
国
地
方
整
備
局
と
協
同
し

て
軽
門
橋
３
舟
４
導
板
を
構
築
し
、
日
本
赤
十
字
社
の
「
献
血

血
液
輸
送
車
」
を
安
全
に
渡
河
さ
せ
た
。 

 

本
演
習
を
通
じ
、
防
災
機
関
同
士
の
連
携
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
県
民
の
安
心
・
安
全
意
識
の
醸
成
に
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
た
。 

▶
軽
門
橋
に
よ
る
赤
十
字
社 

 
 

車
両
の
機
航 

◀
赤
十
字
社
車
両
の
乗
船 

出雲駐屯地業務隊 南海レスキュー訓練参加！ 

第３０４施設隊 平成２９年度天神川総合水防演習参加！ 

▲ 行動命令の下達 ▲ 非常用糧食の交付 ▲ 緊急登庁支援施設の開設 

▲ 派遣要員の隊容検査 ▲ 非常用電源の稼動 ▲ 協力団体との安否確認訓練 
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出
雲
駐
屯
地
は
６
月
11
日
に
島
根
県
浜
田
市
瀬
戸
ヶ

島
町
で
行
わ
れ
た
浜
田
市
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
。 

 
訓
練
は
大
地
震
発
生
の
想
定
で
自
衛
隊
の
ほ
か
、
警

察
、
消
防
な
ど
関
係
機
関
17
団
体
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
。 

 

自
衛
隊
の
任
務
は
災
害
発
生
時
の
道
路
偵
察
で
あ
り
、

第
13
偵
察
隊
の
軽
装
甲
機
動
車
及
び
偵
察
用
オ
ー
ト
バ

イ
で
被
災
地
域
ま
で
の
道
路
状
況
を
災
害
対
策
本
部
に

報
告
し
つ
つ
偵
察
活
動
を
行
っ
た
。 

 

訓
練
終
了
後
は
各
機
関
の
装
備
展
示
が
行
わ
れ
、
参

加
者
達
は
各
機
関
の
特
性
等
の
理
解
を
深
め
あ
っ
た
。 

 

本
訓
練
を
通
じ
、
防
災
各
機
関
の
連
携
を
確
認
し
、

さ
ら
に
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
寄
与
す
る
事
が
で

き
た
。 

▲ 偵察活動中の各車両 ▲ 

▲ 訓練開始式 ▲ 装備品展示 

 第１３偵察隊 浜田市防災訓練参加！ 

 

私
は
平
成
19
年
入
隊
し
、
14
後
支
２
整
中
で
装
輪

車
整
備
手
と
し
て
陸
曹
を
目
指
し
努
力
し
て
い
ま
し

た
が
、
21
年
に
家
庭
の
都
合
に
よ
り
退
職
し
ま
し
た

が
、
自
衛
隊
へ
の
気
持
ち
が
捨
て
き
れ
ず
、
25
年
再

入
隊
し
ま
し
た
。 

 

再
入
隊
し
て
す
ぐ
結
婚
を
し
ま
し
た
が
、
陸
曹
候

補
生
合
格
ま
で
は
同
居
せ
ず
地
元
高
知
に
妻
を
残
し
、

営
内
で
候
補
生
試
験
の
勉
強
に
励
み
、
第
１
３
０
期

陸
曹
候
補
生
に
合
格
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

こ
の
合
格
は
自
分
ひ
と
り
で
得
た
も
の
で
は
な
く
、

小
隊
長
以
下
11
名
の
小
隊
員
の
方
々
に
多
忙
な
中
分

隊
教
練
の
列
兵
を
し
て
も
ら
う
等
の
親
身
な
協
力
の

お
か
げ
で
合
格
で
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

入
校
中
に
自
分
の
目
標
と
し
た
事
は
基
本
基
礎
の

修
得
で
し
た
。
４
曹
教
で
は
陸
曹
と
し
て
、
武
器
学

校
で
は
装
輪
車
整
備
陸
曹
と
し
て
の
基
本
基
礎
を
修

得
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
新
隊
員
後
期
課
程
の
助
教
と
し
て
参
加

予
定
で
あ
り
、
入
校
中
に
得
た
基
本
基
礎
を
後
輩
隊

員
に
伝
え
、
育
成
す
る
こ
と
に
関
し
妥
協
す
る
こ
と

な
く
教
育
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す 

 

ま
だ
陸
曹
に
昇
任
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
背

中
を
見
て
も
ら
い
自
分
へ
続
い
て
も
ら
え
る
陸
曹
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
13
偵
察
隊 

３
等
陸
曹 

藤
尾 

相
享 

 

 

私
は
４
月
24
～
26
日
ま
で
の
間
、
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ
た
13

飛
行
隊
と
の
協
同
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

最
初
の
２
日
間
は
訓
練
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
た
オ
ー

ト
バ
イ
搭
載
・
卸
下
の
事
前
訓
練
を
行
い
、
１
個
組
２
名
の
計

４
個
組
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
１
回
行
う
ご
と
に
研
究
会
を
行

う
方
式
で
し
た
。
事
前
に
担
当
教
官
よ
り
訓
練
資
料
を
配
布
さ

れ
た
事
も
あ
り
、
訓
練
前
か
ら
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
で
き
、
ス

ム
ー
ズ
に
訓
練
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

訓
練
で
は
個
々
の
技
術
を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
バ

デ
ィ
と
の
連
携
要
領
や
搭
載
・
卸
下
の
速
度
向
上
及
び
安
全
確

実
な
動
作
を
何
度
も
練
成
し
ま
し
た
。
訓
練
未
経
験
の
隊
員
と

経
験
の
あ
る
隊
員
を
バ
デ
ィ
と
す
る
こ
と
で
、
搭
載
・
卸
下
の

オ
ー
ト
バ
イ
の
位
置
や
固
定
具
の
締
め
方
の
コ
ツ
な
ど
の
申
し

送
り
が
容
易
に
行
え
、
回
数
を
こ
な
す
ご
と
に
み
る
み
る
練
度

の
向
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
研
究
会
で
は
良
好
点
・
改
善
点
は

も
ち
ろ
ん
、
他
組
の
動
作
を
研
究
し
、
じ
後
に
反
映
さ
せ
て
い

た
点
は
助
教
の
私
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。 

 

最
終
日
は
実
機
を
使
用
し
た
訓
練
で
し
た
が
、
そ
の
場
面
で

も
速
度
・
連
携
・
誘
導
要
領
な
ど
、
訓
練
中
に
ど
ん
ど
ん
練
度

が
向
上
し
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
、
じ
後
の
訓
練
へ
の
反
映

点
や
訓
練
資
料
の
改
善
、
後
輩
育
成
な
ど
大
き
な
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 

３
日
間
の
訓
練
に
は
助
教
で
の
参
加
で
し
た
が
様
々
な
こ
と

を
勉
強
し
、
良
い
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

飛
行
隊
と
の
協
同
訓
練
に
参
加
し
て 

▶
ヘ
リ
誘
導
す
る
隊
員 

▶
連
携
し
て
オ
ー
ト
バ
イ
卸
下 

陸
曹
候
補
生
課
程
教
育
を
終
了
し
て 

第
13
後
方
支
援
隊 

第
２
整
備
中
隊 

 
 
 
 
 
 
 
 

偵
察
直
接
支
援
小
隊 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

３
等
陸
曹 

有
田 

響
太 
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ミ
サ
イ
ル
艇
「
は
や
ぶ
さ
」
艦
艇
広
報 

▲ ミサイル艇「はやぶさ」 ▲ 来場者で賑わう艦艇広報会場 

▲ 隊員と記念撮影「ハイ、チーズ！」 ▲ ミニ制服を着て「敬礼！」 

 

出
雲
駐
屯
地
は
６
月
17
日
、
18
日
の
２
日
間
、
河
下
港
（
出
雲
市
河
下 

町
）
で
行
わ
れ
た
海
上
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
艇
「
は
や
ぶ
さ
」
の
広
報
活
動 

と
併
せ
、
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
と
連
携
し
て
広
報
活
動
を
実
施
し 

た
。 

 

梅
雨
時
期
で
は
あ
る
も
の
の
、
両
日
と
も
快
晴
に
恵
ま
れ
来
場
者
数
は 

２
日
間
合
計
で
約
２
〃
６
０
０
人
と
賑
わ
っ
た
。 

 

当
日
は
船
内
の
見
学
、
76
ミ
リ
単
装
機
関
砲
の
操
砲
展
示
、
海
上
自
衛 

官
に
よ
る
ラ
ッ
パ
吹
奏
展
示
等
が
行
わ
れ
、
陸
上
自
衛
隊
と
地
方
協
力
本 

部
ブ
ー
ス
で
は
展
示
車
両
試
乗
、
ミ
ニ
制
服
試
着
等
が
行
わ
れ
た
。
来
場 

者
は
記
念
撮
影
を
行
っ
た
り
、
数
々
の
体
験
を
し
て
満
足
そ
う
な
様
子
で 

あ
っ
た
。 

 

2
日
間
の
支
援
を
通
し
て
各
機
関
と
の
連
携
強
化
が
図
れ
、
ま
た
、
来 

場
者
に
対
し
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

平
成
29
年
度
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
航
空
祭
を
支
援
し
て 

▲ ブルーインパルスによる展示飛行 

出
雲
駐
屯
地
広
報
室
長 

１
等
陸
尉 

玉
木 

啓
一 

▲ 航空祭会場の様子 ▲ 
▲ 来場者で賑わう自衛隊島根地方協力 
  本部ブース 

▶
記
念
撮
影
す
る
来
場
者

▶ 

 

山
陰
地
方
の
鳥
取
・
島
根
両
県
に
は
、
情
報
本
部
美
保
通
信
所
（
鳥
取
県
境
港

市
）
、
陸
上
自
衛
隊
米
子
駐
屯
地
（
鳥
取
県
米
子
市
）
、
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

（
鳥
取
県
境
港
市
）
、
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
（
島
根
県
出
雲
市
）
及
び
航
空

自
衛
隊
高
尾
山
分
屯
基
地
（
島
根
県
松
江
市
）
が
隣
接
す
る
よ
う
に
所
在
し
て
い

ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
部
隊
は
、
相
互
に
連
携
し
行
事
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
出
雲
駐
屯
地

が
昨
年
実
施
し
た
出
雲
市
中
パ
レ
ー
ド
に
お
い
て
も
第
13
旅
団
地
区
内
の
陸
自
部

隊
の
ほ
か
、
美
保
基
地
（
第
３
輸
送
航
空
隊
）
よ
り
Ｙ
Ｓ
ー
11
の
観
閲
飛
行
支
援

を
受
け
市
民
の
皆
様
に
山
陰
部
隊
の
団
結
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。 

 

広
報
担
当
者
で
あ
る
私
に
と
っ
て
、
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
る
航
空
自
衛
隊
美

保
基
地
航
空
祭
は
絶
好
の
広
報
の
場
で
あ
り
、
装
備
品
展
示
を
行
う
際
に
は
、
以

下
の
３
つ
の
事
項
に
つ
い
て
特
に
着
意
し
ま
し
た
。 

① 

来
場
者
の
安
全
及
び
保
全
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
明
る
く
接
す
る
。 

② 

単
に
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
触
れ
て
体
験
し
て
頂
く
。 

③ 

出
雲
駐
屯
地
の
行
事
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
広
報
（
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
等
）

す
る
。 

 

５
月
28
日
（
日
）
晴
天
の
下
に
基
地
祭
は
実
施
さ
れ
、
約
５
万
人
の
見
学
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
第
13
偵
察
隊
の
主
要
装
備
で
あ
る
87
式
偵
察
警
戒
車
及
び
オ
ー

ト
バ
イ
（
偵
察
用
）
に
乗
車
し
て
の
記
念
撮
影
、
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
ペ
イ
ン
ト
体

験
、
88
式
鉄
帽
及
び
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
の
試
着
を
行
う
等
、
来
場
者
の
安
全
に
留
意

し
つ
つ
本
物
の
装
備
品
に
触
れ
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。 

今
後
も
多
く
の
方
の
想
い
出
に
残
る
よ
う
、
ま
た
支
援
を
通
じ
て
出
雲
駐
屯
地
を

紹
介
で
き
る
よ
う
広
報
業
務
に
創
意
を
も
っ
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す 



 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７ 
  

と 

き 

平
成
29
年
８
月
６
日
（
日
） 

  

と
こ
ろ 

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地 

 
 
 
 

（
出
雲
市
松
寄
下
町
１
１
４
２-

１
） 

  

内 

容 

音
楽
演
奏
、
模
擬
戦
闘
訓
練
展
示
、
装
備
品
使
用
体
験
、
装
備 

 
 
 
 
 

品
試
乗
・
展
示
等
、
家
族
連
れ
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
！ 

  

お
問
い
合
わ
せ 

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
広
報
室 

 
 
 
 
 
 
 

（
☎
０
８
５
３-

２
１-

１
０
４
５
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祝 

昇
任 

▼
１
等
陸
尉
へ 

  
 

中
村 

稔 
 

（
偵
察
隊
） 

 
 

松
田 

康
秀 

（
偵
察
隊
） 

 
 
 

▼
２
等
陸
尉
へ 

  
 

三
代 

慎
一 

（
偵
察
隊
） 

 
 

飯
田 

光 
 

（
偵
察
直
接
支
援
小
隊
） 

 

▼
陸
曹
長
へ 

  
 

廣
瀬 

功
与 

（
業
務
隊
） 

 
 

佐
古 

浩
造 

（
施
設
隊
） 

 

▼
１
等
陸
曹
へ 

  
 

河
野 

貴
人 

（
業
務
隊
） 

 
 

森
脇 

信
司 

（
第
１
直
接
支
援
隊
） 

 
 

鎌
田 

孝
則 

（
偵
察
隊
） 

 

▼
２
等
陸
曹
へ 

  
 

三
加
茂 
徹 

 

（
施
設
隊
） 

 
 

江
角 

健
太
郎 
（
偵
察
隊
） 

 

▼
３
等
陸
曹
へ 

  
 

有
田 

響
太 

（
偵
察
直
接
支
援
小
隊
） 

 
 

小
川 

彰
太 

（
施
設
隊
） 

 
 

本
谷 

章
太
郎
（
施
設
隊
） 

 
 

濱
田 

裕
太 

（
施
設
隊
） 

 
 

若
山 

直
樹 

（
偵
察
隊
） 

 

 
飯
南
町
ぼ
た
ん
ま
つ
り
支
援 

 

出
雲
駐
屯
地
は
、
自
衛
隊
島
根

地
方
協
力
本
部
の
依
頼
を
受
け
、

５
月
21
日
（
日
）
赤
名
ぼ
た
ん
園

及
び
赤
名
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー

（
飯
石
郡
飯
南
町
下
赤
名
）
周
辺

で
開
催
さ
れ
た
、
飯
南
町
ぼ
た
ん

ま
つ
り
を
支
援
し
た
。 

 

会
場
で
は
、
実
行
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
を
皮
切
り
に
、
和
太
鼓
・

銭
太
鼓
演
奏
、
よ
さ
こ
い
総
踊
り
、

神
楽
等
の
各
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、

テ
ン
ト
村
で
は
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

地
元
料
理
・
物
産
品
等
販
売
が
行

わ
れ
大
い
に
賑
わ
っ
た
。 

 

ま
た
新
庁
舎
前
に
開
設
さ
れ
た

働
く
車
展
示
試
乗
コ
ー
ナ
ー
と
、

よ
さ
こ
い
ス
テ
ー
ジ
で
も
賑
わ
い

を
見
せ
、
来
場
者
数
約
６
〃
５
０

０
人
と
盛
況
で
あ
っ
た
。 

 

支
援
を
通
じ
て
自
衛
隊
へ
の
関

心
と
理
解
を
深
め
さ
せ
る
と
と
も

に
、
真
摯
を
広
報
し
、
防
衛
基
盤

の
育
成
を
図
る
事
が
で
き
た
。
ま

た
、
ま
つ
り
の
成
功
に
寄
与
す
る

事
が
で
き
た
。 

▲ 来場者の絶えない会場 ▼ 

▲オートバイに跨りポーズを決める尐年 ▲いーにゃんも遊びに来てくれました～！ 

出雲駐屯地ＨＰ 


